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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

総人口　52,280人（　2） 

　男　　24,457人（ 11） 

　女　　27,823人（△9） 

世帯数　22,466　（　6） 
7月1日現在 （　）は前月比 

ホテイアオイ 
　正円池のホテイアオイが淡紫色の花

を咲かせました。花が美しい水草で、

観賞用として明治時代日本に持ち込ま

れたそうです。 

（「ホテイアオイ」P15関連記事） 
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東本町自治会 
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▲花ヅル 

▲地域内外、たくさんの人でにぎわう六月燈 

▲蛭子神社 

▲原田昌作会長 
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地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 
今月号から2回シリーズで、各地域　にある子育て支援センターを紹介します。 

○妊婦さんの参加、お友だち同士での参加、新しいお友だちを作るための参加、何でも結構です。 

　子育て中のみなさん気軽に遊びに来てください! 

○主な活動として、専属の保育士が、お母さんたちの交流の場の提供や子育てに関する悩み相談、

市の子育て情報の提供などを行っています（利用料は無料です）!

○日置市地域子育て支援センターは、子育て家庭の支援をする場所です! 

○日置市内に４カ所あります（４カ所どこでも遊びに来てください。市外のお友だちも誘っての参

加も結構です）!

○「ちゃお」の特色 
　「ちゃお」では、お子様の年齢別で活動する日を設けています。お子様の年齢
が近いお母さん達で集まって共感したり、お友達作りをしたりしてみませんか? 
　また、育児情報ダイヤルも設置しています!気軽に電話で育児情報を聞いてみ
てください!　子育てのヒントがあるかもしれません! 
　その他にもいろいろな企画を用意しています。楽しい時間を一緒に過ごしまし
ょう! 
○「ちゃお」の主な活動内容 
　・子育て相談　月～土　９：00～17：00　電話相談・面接相談・訪問相談 
　・親子遊び、季節の行事など 
　　　月曜日　フリー　　　　　火曜日　初めての方　　　　　水曜日　２歳児～ 
　　　木曜日　０歳児　　　　　金曜日　１歳児　　　　　　　　※　曜日ごとの年齢はおおよその目安です。 
　・おしゃべり喫茶"CIAO"　第１木曜日、第２月曜日　ティータイムを設けてます! 
　　その他にもいろいろな活動をしています! 詳しい日程等については、ちゃおだより（毎月発行）をご覧ください!! 
　　ちゃおだよりは、タイヨー伊集院店、コープ伊集院店の掲示板にも掲示しています! 
○参加者の声 
　子どもを預けあってのランチ企画に参加しました! 
　それをきっかけに、ママ友の輪が広がりました。また、それだけでなく、ランチから帰ってきて我が子を
抱いたとき、いつも以上に私を求めてくれる姿に子どもへの愛情がより深くなりました。 
　一方で、他の子の面倒をみることで、子どもへの接し方は一人一人違うということを学びました。 
○「ちゃお」のスタッフから一言 
　子育ては一人ではできません。家族の協力そして子育てについて話し合える仲間が必要だと思います。子
育て支援センター「ちゃお」に来て、子育て仲間を作って、みんなで元気に楽しく子育てしませんか?たくさ
んの親子の参加をお待ちしています。 
　なかなか「ちゃお」に足を運べない方はお電話ください。「ちゃお」のスタッフが直接ご家庭に伺ってお
話したいと思っています。 

連絡先　地域子育て支援センター「ちゃお」 
　　　　スタッフ　本園、當寺ヶ盛、森部 
　　　　電話番号　273－1277（子育て相談も受け付けます。） 
　　　　　　　　　272－0150（育児情報ダイヤル） 

☆　各地域子育て支援センターの情報誌は、日置市役所福祉課、各支所市民課にもあります。 
☆　詳しい内容を知りたい方は、各地域子育て支援センター、または、日置市役所本庁福祉課子ども福祉係 
　（電話　273－2111（内線1126））までお問い合わせください。 

○「エンゼル」の特色 
　「エンゼル」は、今年で10年目を迎えました! 
　今年の５月に新しい専用施設も完成しました。これからますます充実した子育て支援に取り組んでいきた
いと思います! 
　子育て中のみなさん。あそびにきませんか?友達づくりをしませんか?楽しい子育て応援します!! 

○「エンゼル」の主な活動内容 
月曜日　自由あそび（２歳児）　　　　　火曜日　季節のあそび　　　　　水曜日　自由あそび（３歳児以上） 
木曜日　季節のあそび　　　　　　　　金曜日　０～１歳児おあそび会 

○活動時間　10：00～16：00 
○具体的な活動内容 
　絵本読み聞かせ、親子運動会、親子１日遠足、人形劇観劇会、誕生会、クリスマス会、にこにこママ教室（運
動編、リラックス編、離乳食編）、水遊び（プール）、地域のおじいちゃん、おばあちゃんとの交流会など 
　子育てに関する悩み等は随時相談を受け付けています。 
　その他にも色々な活動をしています!詳しい日程等については、エンゼルだより（毎月発行）をご覧ください!! 
○参加者の声 
　家の中だけではできないような花植え、みんなでお散歩等の活動が体験できて楽しい! 
　同じ子育てをしている人で、知らない人がいるとぜひ教えてあげたい場所です。 
　同じ子育てをしているお母さん同士話ができて、悩みを相談できる。 
　親同士でも先生からでも良いアドバイスをもらえる。 
　エンゼルで教えてもらった歌や手遊びを家でもできるのがいい。 

○「エンゼル」の先生から一言 
　今年ようやく子育て支援センター専用の施設ができました。親子のみな
さまが気軽に集える場所として利用していただけたらと思います。 
　子育てをともに喜び、悩み、楽しみあえたらいいですね。 
　地域の親子のみなさまに「子育ては楽しい」と思っていただける場所
を目指します!

連絡先　地域子育て支援センター「エンゼル」 
　　　　スタッフ　松元、赤鹿 
　　　　電話番号　274－0838（子育て相談も受け付けます。） 

☆　次回は、日吉、吹上地域の子育て支援センターを紹介します。 



振り込め詐欺にご注意下さい!振り込め詐欺にご注意下さい!振り込め詐欺はさまざまな手口で 
　　　　　あなたを狙っています!!

　市役所や税務署、社会保険事務所などの職員を装
い、「税金を還付します」「年金の差額を支払います」
などと言ってお金をだまし取る詐欺が多発しています。 

　振り込め詐欺の被害にあった方は、まず警察署や金融機関に連絡し、犯罪に利用され

た口座の利用停止を求めてください。 

　振り込め詐欺の被害者は、民事訴訟を提起して損害回復を行うことが可能ですが、弁

護士費用など被害者の負担は大きいと言われています。そこで、平成20年６月21日に「振

り込め詐欺救済法（犯罪利用預金口座等に係る資金による被害回復分配金の支払等に関

する法律）」が施行されました。この法律は、振り込め詐欺犯罪に利用された口座を、

被害者が警察に通報することなどにより凍結し、口座に残っていた犯罪被害金を、被害

者へ分配返還するための手続きを定めたもので、被害の迅速な救済が期待されています。 

　しかし、振り込んだお金が引き出されてしまった場合には、取り戻すのが非常に難し

くなります。自分のお金を守るためには、お金を振り込まないことが一番重要です。 

　平成20年に入り「振り込め詐欺」の被害額は過去最高のペースで増加しており、警察庁
が発表した振り込め詐欺の被害額は、平成20年１月から４月の４ヵ月で約111億円となっ
ています。特に還付金等詐欺については、被害額が昨年同期と比較して4.8倍の約24億円に
急増しています。振り込め詐欺は、心配する心のすきに入り込み、多額の現金を振り込ま
せる悪質な犯罪です。 
　「おかしいな?」と思ったら、相手の所属、氏名、連絡先を確認し、一度電話を切りま
しょう。そのうえで、電話帳や番号案内（104）で相手の連絡先を確認してから電話をかけ、
事実を確認してください。 

出典：警察庁「振り込め詐欺（恐喝）」の認知・検挙状況等について（平成20年１～４月）」（全国） 
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○ 振り込め詐欺と思ったら 

○ もし、被害に遭ってしまったら・・・ 
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2011年７月24日までにアナログテレビ放送は 
終了します。地デジの準備はお済みでしょうか?
2011年７月24日までにアナログテレビ放送は 
終了します。地デジの準備はお済みでしょうか?
2011年７月24日までにアナログテレビ放送は 
終了します。地デジの準備はお済みでしょうか?
　2011年７月24日までに、アナログテレビ放送は終了し、地上デジタル放送（地デジ）に完全移行します。 

　現在、鹿児島（紫原）・串木野・枕崎の各中継局から地デジ電波が発射されており、日置市内のエリア内の地域

では、すでに地デジを視聴することができます。今後、伊集院・東市来の中継局が今年中に、伊集院東・伊集院野

田・吹上永吉・吹上北の中継局も順次整備予定です。 

みなさま地デジの準備はお済みでしょうか?

　日置市では、市民の皆さんの移動手段を確保するため、一昨年廃止が提案されたバス路線の一部に助成を行い、
運行を存続しています。 
　運行路線については、路線バスを鹿児島交通㈱2系統、いわさきバスネットワーク㈱（旧林田バス㈱）8系統を
市の単独又は県との共同により、また空港連絡バスについては、2系統を県とそれぞれ関係する市で分担して助成
しています。 
　助成は、バス運行経費から運賃収入を差し引いた赤字分を補てんしており、利用者が減ると市の負担が増えるこ
とになります。 
　また、廃止路線代替バス以外の路線バスについても、今後利用者が減ると路線廃止も考えられることから、市民
の皆さんの積極的なご利用をお願いします。 

　また、集合住宅やビル影、山間部などの難視聴解消のための共聴施設でテレビを視聴されている場合、その施設

を地デジが受信できるように改修や調整が必要になる場合があります。 

　アナログテレビ放送の終了時期が近づくと、改修工事が集中することが予想されますので、共聴施設の設置者や

管理者の方は、お早めに保守管理業者などにご相談ください。 

○地デジに便乗した架空請求の疑いがある請求書の配布や、テレビのデジタル化工事を

　装った詐欺が発生していますのでご注意ください。 

 【問合せ先】総務省九州総合通信局　　　電話：096－326－7882

生活の中で最も身近な「テレビ」はデジタル化によって、今までにない、多様で高度な放送サービスが実現

します。デジタルハイビジョンの高画質・高音質に加えて、とても便利なデータ放送や電子番組ガイド、双

方向サービス、高齢者や障害者にやさしいサービスなど、アナログ放送ではできなかったサービスが実現し

ます。 

Q

Ａ 

デジタル化でテレビは変わるの?

テレビ放送のデジタル化の大きな目的のひとつに、電波の有効利用があります。放送や通信に使える電波は

無限ではなく、ある一定の周波数に限られています。日本では使用できる周波数に余裕がなく、隙間のない

ほど過密に使われているのが現状ですが、デジタル化すれば、チャンネル（周波数）に余裕ができます。空

いたチャンネルは、防災、交通事故防止、携帯電話などいろいろな分野で有効に使われることとなります。 

Q

Ａ 

なぜ放送をデジタル化するの?

大きく分けて、次の３つの方法があります。 

Q

Ａ 

地デジを見るにはどうするの?

デジタルチューナーを買い足す ケーブルテレビで視聴する デジタルテレビに買い替える 
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活
は
、
自
家
用
車
に
依
存
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

交
通
事
業
者
の
経
営
状
況
は
年
々
厳
し
く
な
り
、
路
線
廃
止
や
減
便
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
地
域
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
が
減
少

す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
こ
れ
ま
で
、
行
政
と
し
て
は
、
公
共
交
通
事
業
を
単
な
る
営
利
事
業
と

捉
え
、
交
通
事
業
者
が
地
域
公
共
交
通
の
計
画
や
運
営
等
す
べ
て
を
行
う
も
の

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事
業
者
だ
け
で
は
、
こ
の
悪
循
環

を
断
ち
切
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
各
地
域
で
運
行
し
て
い
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
は

じ
め
、
廃
止
代
替
バ
ス
の
運
行
の
ほ
か
既
存
の
路
線
バ
ス
と
の
す
み
分
け
を
行

い
な
が
ら
、
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

◇廃止路線代替バス運行系統一覧表 

運行委託先　番号１～３は鹿児島交通㈱、番号４～12はいわさきバスネットワーク㈱ 
字句説明　※県単補助適用路線＝廃止代替バス路線として、県と共同で赤字分を折半して負担する路線です。 

番号 起　点 

鹿児島 

主な経由地 

谷山・野首・藤元 

17：03 
18：00

終　点 備　　　　考 

伊作 

15：51 
19：09

伊作 さつま湖・日置 

６：30

伊集院高校 

７：12

枕崎 加世田・伊作 

８往復運行 

朝夕12便 

鹿児島空港 

伊集院駅 妙円寺 

８：35 
16：20

段 

７：50 
16：44

伊集院駅 県営住宅・立野団地 伊集院駅 

くろがね通 県営住宅・立野団地 

昼間３便 

伊集院駅 

県単補助適用路線。南さ
つま市、枕崎市と分担し
て負担。 

番号 起　点 

伊集院駅 

主な経由地 

松下・県営住宅 

終　点 備　　　　考 

妙円寺団地東口 

鹿児島駅 野田・島平 

６：25

串木野 

７：40

鹿児島駅 野田 湯之元 

７：26 
20：43

鹿児島駅 妙円寺・つつじヶ丘 

７：33

８：24 
19：50

７：53 
17：05

湯之元 

６：30

湯之元 江口蓬莱館・東市来 日置 

７：15 
17：43

串木野駅 湯之元・伊集院 

往復５便 

朝夕２便 

鹿児島空港 

県単補助適用路線※ 

県単補助適用路線。いちき 
串木野市と分担して負担。 

（ケーブルテレビが整備されている地域に限ります。） 

加入者端末 
（カセットボックス） 

通勤・通学・お買い物などに、手軽な足として 
どんどんご利用してくださいね。 

乗り降
りは
 

あわ
てずど

うぞ
 

ゆっく
～り 

まいり
ま～
す 
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バリアフリー改修工事・省エネ改修工事をすると固定資産税が減額されます。 
既存住宅の改修工事で、下記の要件に該当する方は、翌年度分の固定資産税が３分の１減額されます。 

※　ご不明な点は、本庁又は各支所の固定資産税係までお問い合わせください。 

改修後３ヵ月以内に下記書類を添付し、申請書を本庁又は各支所の固定資産税係へ提出してください。 

《適用条件》 

《申請方法》 

①納税義務者の住民票の写し 

②次のいずれかの書類 

　ア　65歳以上の方……住民票の写し 

　イ　要介護認定又は要支援認定を受けている方……

被保険者証の写し 

　ウ　障害者の方……障害者手帳等の写し 

③補助金等の交付、給付決定通知書の写し 

④次のいずれかの書類 

　ア　改修工事にかかる明細書（工事内容、費用）、

改修工事箇所の写真、領収書 

　イ　改修工事証明書（登録された建築士事務所に

属する建築士、指定確認検査機関又は登録住

宅性能評価機関が作成した証明書） 

①納税義務者の住民票の写し 

②領収書及び工事内訳書 

③改修工事証明書（登録された建築士事務所に属す

る建築士、指定確認検査機関又は登録住宅性能評

価機関が作成した証明書） 

バリアフリー改修工事 省エネ改修工事 

次の①から④までのうち、①を含む工事である 

こと。 

①窓の改修工事（必須） 

②床の断熱改修工事 

③天井の断熱改修工事 

④壁の断熱改修工事 

※改修部位が現行の省エネ基準に新たに適合す 

ること。 

①廊下の拡幅 

②階段の勾配の緩和 

③浴室・トイレの改良 

④手すりの取り付け 

⑤床の段差の解消 

⑥引き戸への取換え 

⑦床表面の滑り止め化 

次のいずれかの方が居住する既存の住宅（賃貸 

住宅を除く） 

①65歳以上の方 

②要介護認定又は要支援認定を受けている方 

③障害者の方 

自己負担額30万円以上（補助金等を除く） 

平成20年4月1日～平成22年3月31日 平成19年4月1日～平成22年3月31日 

１戸あたり120㎡まで １戸あたり100㎡まで 

省エネ改修工事 バリアフリー改修工事 

対象面積 

工事期間 

改 修 費 

居住要件 

対象となる 

工事 

地
域
発
展
の
た
め
に
異
業
種
間
の
交
流
を
図
る 

農
業
者
年
金
基
金
理
事
長
賞
を
受
賞 

日
置
市
異
業
種
交
流
懇
話
会
総
会 

Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈 

山
地
区
公
民
館
・
こ
け
け
ド
ー
ム 

　
平
成
二
十
年
度
日
置
市
異
業
種
交

流
懇
話
会
の
総
会
が
六
月
十
二
日
開

催
さ
れ
、
会
員
を
は
じ
め
三
十
人
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
実
績

お
よ
び
決
算
と
、
今
年
度
は
、
新
た

に
県
外
企
業
の
訪
問
、
引
き
続
き
高

等
学
校
や
他
市
町
村
と
の
交
流
な
ど

を
行
う
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
講
師
に
元
Ｋ
Ｔ
Ｓ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
中
村
朋
美
さ
ん
を
招
き
、「
伝

わ
る
会
話
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
話
会
は
、
日
置
市
内
の
企

業
間
交
流
や
行
政
と
の
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
を
図
り
、
新
た
な
産
業
の

創
出
や
商
品
開
発
、
地
域
に
お
け
る

就
業
機
会
の
拡
大
を
積
極
的
に
行
い
、

市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
平

成
十
七
年
に
設
立
さ
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。 

　
第
二
十
七
回
鹿
児
島
県
農
業
者
年

金
協
議
会
通
常
総
会
が
五
月
十
三
日
、

鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、
本
市
農
業

委
員
会
が
農
業
者
年
金
基
金
理
事
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
賞
は
、
同
農
業
委
員
会
が
昨

年
度
、
農
業
者
年
金
新
規
加
入
活
動

に
お
い
て
十
三
人
の
新
規
加
入
を
達

成
し
た
顕
著
な
実
績
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
片
平
勇
農
業
委
員
会
長
は
「
今
後

も
農
業
者
の
老
後
を
保
証
す
る
こ
の

制
度
へ
の
加
入
促
進
に
努
め
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
関
西
の
箕
面
温
泉
ス
パ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
五
月
二
十
五
日
、
第
十
一
回
関

西
吉
利
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
旧
日
吉
町
出
身
者
の
方
々
約
百

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、
日
吉
の
特
産
品
な

ど
の
抽
選
会
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
を

思
い
出
し
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

　
高
山
地
区
公
民
館
へ
石
原
京
子
さ

ん
（
湯
田
在
住
）
か
ら
六
月
三
十
日
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
石
原
さ
ん
が
退
職
を
機
に

「
故
郷
の
高
山
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
自
主
事
業
な
ど
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
寄
贈

し
た
も
の
。「
も
し
も
の
時
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
地
区
公
民
館
長
の
鮫
島
育
朗
さ
ん

は
「
万
が
一
の
時
を
考
え
る
と
、
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。
安
心
し
て
こ

れ
か
ら
も
活
動
が
で
き
ま
す
」
と
今

後
の
取
り
組
み
に
も
さ
ら
に
熱
が
入

り
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
市
来
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
、
結
成
三
十
周
年
を
記
念
し

て
五
月
十
八
日
、
東
市
来
こ
け
け
ド

ー
ム
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
運
動
時
な
ど
、
も

し
も
の
と
き
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
駆
使

で
き
た
ら
一
人
で
も
多
く
の
命
が
救

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

日置市 
農業委員会 

関西 
吉利会 
総会 

▲先輩～29年卒迄 

▲30年卒～後輩迄 

▲こけけドーム ▲　山地区公民館 



将
来
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会 

福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 

鶴
丸
小
児
童
、あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
訪
問 

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会
が
六
月
十
四

日
、
日
置
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
習
会
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
け
る
校
内

放
送
の
充
実
、
放
送
技
術
の
向
上
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
中
村
朋
美
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
講
師
に
、
各
校
の
放
送

委
員
、
放
送
部
員
約
十
人
が
、
発
声

練
習
や
原
稿
の
読
み
方
を
は
じ
め
と

す
る
放
送
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
必

ず
し
て
い
る
発
声
方
法
や
心
が
け
な

ど
、
中
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
経
験
に

基
づ
く
実
践
的
な
講
義
や
演
習
を
通

し
、「
原
稿
を
た
だ
「
読
む
」
の
で

は
な
く
、「
言
葉
を
伝
え
る
」
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
放
送
に
い
か
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
理
解
を
深
め
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
六
年
の

児
童
二
十
九
人
が
六
月
十
二
日
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
東

市
来
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
福
祉
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と

総
合
的
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
行

わ
れ
た
も
の
。 

　
児
童
は
事
前
に
手
作
り
し
た
紙
芝

居
や
輪
投
げ
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

　
古
城（
ふ
る
じ
ょ
う
）美
沙
さ
ん
は

「
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
、
作
っ
た
甲

斐
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

ど
ん
な
作
品
に
な
る
か
な 

和
田
小
学
校
親
子
陶
芸
教
室 

　
和
田
小
学
校
で
は
六
月
一
日
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
日
置
市
で
実
施
し

て
い
る
「
日
置
市
夢
づ
く
り
事
業
」

を
活
用
し
、
本
物
と
の
出
会
い
ふ
れ

あ
い
と
感
動
を
味
わ
い
さ
せ
る
、
夢

と
希
望
を
育
む
「
和
田
小
ひ
ま
わ
り

っ
子
」
応
援
隊
事
業
に
取
り
組
み
、

日
曜
参
観
に
あ
わ
せ
親
子
陶
芸
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
陶
芸
は
初
め
て
の
経
験
。
吹
上
町

中
之
里
で
「
七
然
窯
」
を
開
い
て
い

る
馬
場
朋
成
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

土
の
扱
い
な
ど
注
意
点
の
説
明
を
受

け
た
後
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
作
品

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
様
子

で
し
た
が
す
ば
ら
し
い
作
品
が
次
々

と
で
き
て
い
き
ま
し
た
。 

　
一
カ
月
先
が
焼
き
上
が
り
と
の
こ

と
、
ど
ん
な
作
品
に
な
る
か
仕
上
が

り
が
楽
し
み
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
、
本

物
に
ふ
れ
あ
い
陶
芸
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
さ
せ
た
一
日
で
し
た
。 

異
年
齢
集
団
に
よ
る
宿
泊
体
験 

ゆ
す
い
ん
学
寮 

　
伊
集
院
地
域
通
学
合
宿
「
ゆ
す
い

ん
学
寮
」
が
、
五
月
十
三
日
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
、
五
泊
六
日
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ゆ
す
い
ん
学
寮
は
、
子
ど
も
た
ち

が
家
庭
を
離
れ
、
異
年
齢
集
団
に
よ

る
宿
泊
生
活
を
し
な
が
ら
通
学
す
る

体
験
を
通
し
て
、
自
ら
の
甘
え
や
依

存
心
を
断
ち
切
り
、
自
主
性
・
協
調

性
・
忍
耐
性
・
社
会
性
な
ど
を
培
う

と
と
も
に
、
家
族
の
大
切
さ
を
見
直

し
、
人
間
性
豊
か
な
青
少
年
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
置
市
教

育
委
員
会
が
実
施
し
て
お
り
、
毎
年
、

応
募
者
が
定
員
を
大
き
く
超
え
る
人

気
が
あ
る
事
業
。 

　
今
年
も
、
伊
集
院
地
域
内
の
小
学

五
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
三

十
五
名
が
、
伊
集
院
健
康
づ
く
り
複

合
施
設
ゆ
す
い
ん
を
拠
点
に
、
約
一

週
間
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
お
や
つ

な
ど
か
ら
無
縁
の
、
規
則
正
し
い
共

同
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
制
約
が
厳
し
い
生
活
に
も
関
わ
ら

ず
、
学
寮
生
の
多
く
は
、「
学
寮
が

終
わ
る
の
は
残
念
だ
。
ま
た
参
加
し

た
い
」
と
い
っ
た
意
欲
的
な
意
見
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
深
ま
っ
た
交
流 

マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ラ
工
科
大
学
ケ
ダ
校
親
善
団
来
訪 

　
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ラ
工
科
大
学
ケ

ダ
校
親
善
団
一
行
十
五
人
が
、
五
月

十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
日
程
で

来
訪
し
、
吹
上
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
鹿
児
島
大
学
生
と
の
意
見
交
歓
会
、

各
種
訪
問
等
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め

ま
し
た
。 

　
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
際
交
流
は
旧

吹
上
町
の
か
ら
い
も
交
流
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で
、
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア

交
流
実
行
委
員
会
（
下
園
聖
子
会
長
） 

が
中
心
と
な
っ
て
文
化
紹
介
な
ど
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
行
は
初
め
て
の
日
本
が
こ
こ
日

置
市
で
、
言
葉
な
ど
戸
惑
い
の
連
続

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
歓
迎
交
流

会
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
ダ
ン
ス
な
ど

相
互
の
文
化
が
披
露
さ
れ
終
始
に
ぎ

や
か
な
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
一
行
は
日
本
の
文
化
、
活

動
を
学
び
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
さ

ら
な
る
交
流
を
深
め
る
一
助
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

▲みんなで朝食 ▲夕食作り 

地
域
に
貢
献
　
楽
し
く
活
動 

日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス
ト
」 

　
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ

ェ
ス
ト
」
が
、
鹿
児
島
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
学
寮
や
地
域

運
動
会
、
妙
円
寺
詣
り
行
事
、
梅
マ

ラ
ソ
ン
、
成
人
式
と
い
っ
た
地
域
行

事
へ
の
積
極
的
な
協
力
や
、
子
ど
も

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
の
地
域
貢
献
を

目
指
し
た
地
道
な
活
動
が
今
回
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
表
彰
式
は
、
六
月
五
日
に
鹿
児
島

県
青
少
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
青

少
年
育
成
県
民
会
議
総
会
の
中
で
行

わ
れ
、
出
席
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス
ト
」
会
長
の
西 

舞
さ
ん
（
高
校
三
年
生
）
が
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
や
次
代

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
い
っ
た

面
か
ら
も
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ

ェ
ス
ト
」
の
活
動
や
入
会
等
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
置
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
電
話
〇
九
九
‐
二
七
三
‐
二
一
一
一 

（
内
線
一
四
三
二
） （旧）日置中 

25期卒業生 
同窓会 

　（
旧
）
日
置
中
学
校
二
十
五
期
卒

業
生
（
的
場
貴
さ
ん
ら
十
二
人
）
が

集
ま
り
東
京
都
渋
谷
区
で
五
月
十
八

日
、
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
関
東
在
住
者

お
よ
び
関
西
か
ら
も
駆

け
つ
け
「
第
十
一
回

渋
谷
・
鹿
児
島
お
は

ら
祭
り
」
を
見
学
。 

　
そ
の
後
、
日
置
市
特

産
の
焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
、

鹿
児
島
弁
で
心
お
き
な
く
、
ふ
る
さ

と
の
懐
か
し
い
思
い
出
に
話
は
尽
き

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 



大
き
く
な
っ
て 

帰
っ
て
き
て
ね 

おいしいお茶を入れました 

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流 

　
市
春
季
畜
産
共
進
会
が
五
月
十
九

日
、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
で
行
わ

れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し
た
、

優
秀
な
和
牛
五
十
六
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。 

　
春
は
、
秋
の
共
進
会
に
向
け
て
の

前
哨
戦
で
あ
り
、
今
後
の
飼
育
管
理

に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
伊
作
田
小
五
年
生
十
六
人
と
土
橋

小
五
・
六
年
生
十
九
人
の
児
童
が
六

月
五
日
、
江
口
漁
港
沖
で
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
放
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
年
々
減
少
す
る
ヒ
ラ
メ
の

漁
獲
量
を
増
や
そ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
三
万
七
千
匹
も
の
稚
魚
を
放

流
し
ま
し
た
。 

　
伊
作
田
小
の
米
丸
ひ
な
の
さ
ん
は

「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
、

そ
の
た
め
に
自
然
を
大
切
に
し
た
い
」

と
願
い
を
込
め
て
放
流
し
ま
し
た
。 

お
茶
に
つ
い
て
学
習 

　
家
庭
科
の
時
間
を
利
用
し
て
、
鶴

丸
小
（
東
市
来
）
五
年
の
児
童
が
六

月
二
日
、
お
茶
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。 

　
鹿
児
島
地
域
振
興
局
の
大
平
晃
久

さ
ん
は
「
鹿
児
島
は
お
茶
の
生
産
量

が
静
岡
に
次
い
で
二
位
」「
全
国
の

品
評
会
で
は
一
位
」
な
ど
鹿
児
島
茶

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

の
長
船
（
お
さ
ふ
ね
）
由
美
さ
ん
か

ら
　「
七
十
度
の
お
湯
で
入
れ
る
と

お
茶
の
甘
さ
が
引
き
立
つ
」「
最
後

の
一
滴
ま
で
残
さ
な
い
で
注
ぐ
」
な

ど
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
を
学
び
、

実
践
し
ま
し
た
。 

　
内
野
千
紘
（
ち
ひ
ろ
）
さ
ん
は
「
今

度
か
ら
家
で
飲
む
時
も
、
習
っ
た
こ

と
を
活
か
し
て
気
持
ち
を
込
め
て
注

ぎ
た
い
」
と
話
し
、
も
て
な
し
の
心

も
学
び
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
六
周
年 

チ
ェ
ス
ト
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
大
感
謝
祭 

　
め
だ
か
の
里
と
棚
田
で
知
ら
れ
る

高
山
地
区
尾
木
場
で
六
月
二
十
二
日
、

田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
市

な
ど
か
ら
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
企
画
は
「
尾
木
場
棚
田
米
作

り
体
験
」
の
一
つ
で
、
年
間
を
通
し

て
米
作
り
（
田
植
え
、
稲
刈
り
、
草

取
り
、
収
穫
祭
）
を
行
い
ま
す
。 

　
雨
の
中
、
参
加
者
は
地
元
農
家
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
苗
を
一
本
一

本
植
え
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
手
馴
れ
た
様
子
。 

　
田
ん
ぼ
に
初
め
て
入
る
子
ど
も
は
、

足
が
抜
け
な
く
な
っ
た
り
尻
餅
を
つ

い
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
苗

の
成
長
に
期
待
を
込
め
、
自
分
た
ち

の
名
前
を
書
い
た
看
板
を
設
置
し
、

豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
昼
食
に
は
、
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入

っ
た
豚
汁
と
尾
木
場
の
棚
田
米
、
漬

物
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ご
飯
が

お
い
し
い
と
お
代
わ
り
す
る
人
ま
で

登
場
。「
こ
ん
な
お
い
し
い
お
米
が

で
き
る
の
か
と
楽
し
み
で
す
」
と
感

激
し
た
様
子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

豊
作
を
願
っ
て
手
植
え 

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験 

▲紅白餅まき 

▲伊作小学校 ▲和田小学校 

▲にぎわう店内 

　
都
市
農
村
交
流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館

が
今
年
で
六
周
年
を
迎
え
記
念
大
感

謝
際
が
五
月
二
十
四
日
、
同
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
五
つ
太
鼓
の
演
奏
の
後
、

古
薗
社
長
に
続
き
宮
路
市
長
が
あ
い

さ
つ
。
　 

　
ま
た
、
賞
品
引
換
券
付
き
紅
白
餅

ま
き
も
あ
る
と
あ
っ
て
、
開
店
前
か

ら
多
く
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
開
店
と
同
時
に
店
内
は

す
ぐ
両
手
い
っ
ぱ
い
に
買
い
物
か
ご

を
抱
え
た
客
で
レ
ジ
待
ち
も
。 

　
そ
の
他
に
も
、
た
ま
ご
の
つ
か
み

取
り
大
会
や
ジ
ミ
ー
入
枝
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
手
作
り
バ
タ
ー
体

験
、
五
百
円
お
買
い
物
ご
と
に
抽
選

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
会
場

は
終
日
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
営
業
時
間
九
時
〜
十
八
時 

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
チ
ェ
ス
ト
館 

　
電
話
　
二
七
三
―
九
五
二
五 

田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た 

和
田
小
学
校
・
伊
作
小
学
校
児
童 

　
和
田
小
学
校
、
伊
作
小
学
校
で
は

六
月
二
十
六
日
、
そ
れ
ぞ
れ
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
で
は
全
児
童
二
十
九

人
で
、
地
区
の
住
民
か
ら
提
供
さ
れ

た
約
三
㌃
の
水
田
に
、
お
や
じ
の
会

や
先
生
た
ち
の
指
導
の
も
と
児
童
や

保
護
者
な
ど
が
、
モ
チ
米
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
モ
チ
米
で
、
十
一
月
に

は
も
ち
つ
き
大
会
、
地
区
の
文
化
祭

を
行
う
予
定
で
す
。
　 

　
伊
作
小
学
校
で
は
五
・
六
年
生
九

十
九
人
と
今
田
水
田
保
全
協
議
会
の

方
々
の
指
導
の
も
と
約
十
㌃
の
植
え

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
水
田
は
協
議

会
の
会
員
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
、
五
・

六
年
生
が
植
え
た
も
の
を
全
校
生
徒

で
給
食
時
に
食
べ
る
予
定
で
す
。
両

行
と
も
縄
を
張
っ
て
一
列
に
並
ん
で

手
植
え
を
し
ま
し
た
。 

　
生
産
の
喜
び
や
働
く
こ
と
の
尊
さ

を
学
び
、
本
物
に
触
れ
る
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。 

平成20年度 
日置市春季 
畜産共進会 

第
１
部
　
若
雌
（
13
月
令
未
満
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

　
　【
１
席
】　
な
つ
み
号
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　【
２
席
】　
ゆ
き
号
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
堂
　
重
盛
　
　
伊
集
院 

　
　【
３
席
】　
ふ
く
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　【
４
席
】　
ふ
く
み
号
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　【
５
席
】　
や
よ
い
号
　
　
　
　
　
　
　
下
茂
　
竜
一
　
　
東
市
来 

　
　【
６
席
】　
ゆ
き
の
３
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　【
７
席
】　
や
す
ひ
め
１
号
　
　
　
　
　
大
庭
　
見
一
　
　
東
市
来 

　
　【
８
席
】　
あ
や
か
号
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
　
行
夫
　
　
伊
集
院 

　
　【
９
席
】　
ち
な
つ
号
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
広
務
　
　
伊
集
院 

　
　【
１０
席
】　
ゆ
き
え
号
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

　
　【
１１
席
】　
し
げ
こ
の
３
の
４
号
　
　
　
石
神
　
辰
夫
　
　
東
市
来 

　
　【
１２
席
】　
ゆ
り
こ
３
号
　
　
　
　
　
　
永
山
　
和
子
　
　
東
市
来 

　
　【
１３
席
】　
か
ね
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
精
一
　
　
東
市
来 

 

第
２
部
　
若
雌
（
13
ヵ
月
令
〜
19
ヵ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

　
　【
１
席
】　
と
よ
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
蒲
牟
田
静
香
　
　
東
市
来 

　
　【
２
席
】　
は
な
号
　
　
　
　
　
　
　
　
前
村
　
　
勝
　
　
伊
集
院 

　
　【
３
席
】　
ち
ま
こ
１１
の
６
号
　
　
　
　
尾
堂
　
靖
弘
　
　
伊
集
院 

　
　【
４
席
】　
え
り
か
号
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
昭
一
　
　
日
　
吉 

　
　【
５
席
】　
か
つ
ふ
く
号
　
　
　
　
　
　
東
條
　
　
泉
　
　
伊
集
院 

　
　【
６
席
】　
さ
く
ら
こ
４６
の
１
号
　
　
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

　
　【
７
席
】　
み
な
こ
１
号
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

　
　【
８
席
】　
は
る
か
号
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
　
東
市
来 

 

第
３
部
　
父
系
群
の
部 

　
　
　
　
　
　
ゆ
き
の
３
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
　
な
つ
み
号
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
　
ふ
く
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

揺
れ
る
船
か
ら
放
流 

▲
 



　
吹
上
温
泉
街
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活
性

化
お
よ
び
広
く
人
的
交
流
を
図
る
た

め
、
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
が
中
心
に

な
っ
て
、
マ
ル
シ
ェ
日
和
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ａ
Ｇ
Ｅ
が
五
月
二
十
五
日
、
吹
上
温

泉
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
鹿
児
島
市
内
外
の
雑
貨
店
な
ど
二

十
五
店
舗
が
参
加
し
、
雑
貨
・
カ
レ

ー
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
販
売
、
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
ギ
タ
ー
や
ジ
ャ
ン
ベ
の

演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
十
時
の

開
店
を
待
ち
き
れ
な
い
人
々
で
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
。 

　
開
店
と
同
時
に
お
目
当
て
の
商
品

を
探
す
人
々
で
身
動
き
が
取
れ
な
い

店
舗
も
あ
り
、
中
に
は
売
り
切
れ
の

所
も
で
る
ほ
ど
で
し
た
。 

　
吹
上
の
温
泉
の
存
在
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
目
標
は
達
成
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
ま
た
、
マ
イ
カ
ッ
プ
・
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
の
「
エ
コ
」
な
一
日
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

アフリカで相撲の普及へ 

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
六
月
十
八

日
、
伊
集
院
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
今
年
開

催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
理
解

を
深
め
、
大
会
へ
の
参
加
・
協
力
を

お
願
い
す
る
も
の
。 

　
当
日
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
児

童
代
表
の
牧
迫
俊
希
君
（
五
年
）
へ

「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み

な
ど
大
会
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
が
贈
呈
さ
れ

た
後
、
和
田
廣
一
郎
校
長
が
「
こ
れ

か
ら
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

学
習
し
、
日
置
市
と
縁
の
深
い
岐
阜

県
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
で
は
一
校
一
県
交
流

運
動
と
し
て
日
置
市
で
は
、
伊
集
院

小
学
校
が
岐
阜
県
、
伊
集
院
北
小
学

校
が
滋
賀
県
、
鶴
丸
小
学
校
（
東
市

来
）
が
京
都
市
を
応
援
し
ま
す
。 

大
会
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
伊
集
院
小
学
校
を
訪
問 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８ 

大
勢
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た 

マ
ル
シ
ェ
日
和
〝
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
〞 

　
六
月
第
一
日
曜
は
大
人
の
「
せ
っ

ぺ
と
べ
」、
今
度
は
「
子
ど
も
た
ち

の
せ
っ
ぺ
と
べ
」
と
し
て
、
日
置
地

区
公
民
館
主
催
で
、「
第
一
回
子
ど

も
せ
っ
ぺ
と
べ
　
ど
ろ
ん
こ
大
会
」

が
六
月
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
地
区
の
小
学
生
が
対
象
で
、

子
供
四
十
五
人
、
大
人
十
五
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
田
ん
ぼ
に
入
る
の
が
初
め
て
の
子

ど
も
も
い
て
、
泥
ん
こ
に
な
る
の
に

抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
け
っ
こ
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
競
技
を
す
る
う
ち

に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
重
か
っ
た
足
も
次
第
に
軽
く
な
り
、

全
身
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
い
て
、
み
ん
な
楽
し
く
は

し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
大
人
と
一
緒
に
肩
を
組

み
、
輪
に
な
っ
て
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
」

の
う
た
に
あ
わ
せ
て
飛
び
跳
ね
ま
し

た
。 

　
見
物
人
も
多
く
、
参
加
し
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
来
年
は

参
加
し
た
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
大

盛
況
で
し
た
。 

は
じ
め
て
の「
せ
っ
ぺ
と
べ
」 

第
一
回
子
ど
も
せ
っ
ぺ
と
べ
　
ど
ろ
ん
こ
大
会 

　
吹
上
浜
公
園
に
隣
接
す
る
正
円
池

（
し
ょ
う
え
ん
の
い
け
）
に
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
鮮
や
か
な
淡
紫
色
の
花
が

湖
面
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
は
、
ミ
ズ
ア
オ
イ

科
の
水
生
の
多
年
草
で
、
南
ア
メ
リ

カ
原
産
。 

　
池
な
ど
に
野
生
化
し
て
お
り
、
別

名
ウ
ォ
ー
タ
ー
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
は
、
浮
き
草
の
た

め
風
が
吹
く
た
び
に
絶
え
ず
異
動
す

る
た
め
同
じ
位
置
に
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
毎
日
毎
日
姿
を
か
え
、
い

ろ
ん
な
風
景
が
み
ら
れ
ま
す
。 

　
六
月
か
ら
七
月
上
旬
が
開
花
時
期

で
九
月
に
も
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で

す
。 

　
こ
こ
正
円
池
は
「
新
か
ご
し
ま
百

景
」、「
か
ご
し
ま
よ
か
と
こ
一
〇
〇

選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
花
を
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

淡
紫
色
の
花
が
湖
面
を
飾
り
ま
し
た 

吹
上
町
正
円
池 

　
国
際
相
撲
連
盟
の
理
事
を
務
め
る

倉
園
一
雄
さ
ん
、
眞
帆
さ
ん
夫
妻
（
吹

上
）、
西
原
俊
隆
さ
ん
（
日
吉
）、
ほ

か
県
内
の
相
撲
関
係
者
四
人
が
ア
フ

リ
カ
中
部
の
ガ
ボ
ン
共
和
国
へ
相
撲

の
普
及
の
た
め
に
五
月
二
十
日
か
ら

三
十
日
ま
で
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
国
際
相
撲
連
盟
を
通
し

て
、
首
都
リ
ー
ブ
ル
ヴ
ィ
ル
で
開
催

さ
れ
る
武
道
大
会
に
招
待
さ
れ
た
も

の
で
す
。 

　
遠
征
に
参
加
し
た
西
原
俊
隆
さ
ん

は
、「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
相

撲
の
基
本
動
作
で
あ
る
四
股（
し
こ
）、

す
り
足
、
股
割
、
ぶ
つ
か
り
稽
古
、

取
組
み
を
行
い
大
好
評
で
し
た
。
ま

た
、
行
く
先
々
で
地
元
の
人
と
触
れ

合
い
、
相
撲
を
知
っ
て
も
ら
え
て
、

今
回
の
遠
征
が
無
事
成
功
し
た
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
、
倉
園
一
雄
さ
ん
は
、「
今
回
、

ガ
ボ
ン
共
和
国
で
は
、
町
中
に
ポ
ス

タ
ー
を
貼
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

に
流
し
、
新
聞
に
も
連
日
の
よ
う
に

写
真
入
り
で
掲
載
す
る
な
ど
マ
ス
コ

ミ
や
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
相
撲
を

大
き
く
宣
伝
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ

で
大
人
気
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

遠
征
は
、
相
撲
を
広
め
る
と
い
う
意

味
で
は
と
て
も
中
身
の
濃
い
有
意
義

な
遠
征
で
し
た
。
ガ
ボ
ン
共
和
国
の

相
撲
に
対
す
る
興
味
や
熱
意
は
、
他

の
国
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
チ
ー
ム
が
出
来
る
の
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
し
て
交
流 

第
一
回
日
置
市
小
・
中
・
高
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会 

　
日
置
市
小
・
中
・
高
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
が
五
月
二
十
四
日
、
伊
集
院

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛

好
者
の
交
流
と
技
術
向
上
お
よ
び
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
、
小
学
生
六
十
五
人
、
中
学
生
二

十
二
人
、
高
校
生
五
十
六
人
が
参
加
。 

　
大
会
を
主
催
し
た
関
係
者
の
下
園

美
由
紀
さ
ん
は
、「
今
回
は
、
順
位

は
決
め
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
年
代
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
と
接

し
て
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
、
愛
好

者
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
、
児
童
の
保
護
者

の
方
も
運
営
に
協
力
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

ガボン共和国 
リーブルヴィル 

▲大勢の人でにぎわうイベント広場 

▲何ができるかな 



　日置市では、市民の一人一人が生涯現役で豊かな人生を過ごすことを目指し　①地域づくり　②食・

栄養　③運動　④心・休養　⑤介護予防の５分野にスローガンを掲げ、吹上地域を筆頭にその他の地

域でも取り組み始めています。 

　そこで、今回は昨年度から取り組んでいる日吉地域の活動をいくつかご紹介したいと思います。 

市民の健康づくりは、一人だけではなかなか実行できません。 

これからも、市民・地域・行政等が一緒に『できること』を考え、共に実行し、 

健康づくりに取り組みやすい環境をつくっていきましょう!!

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

西
郷
　
永
進
　
　
進
平
　
　
清
藤 

川
畑
　
陽
咲
　
　
友
樹
　
　
徳
重
東 

上
山
　
結
愛
　
　
直
輝
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

川
畑
　
紅
愛
　
　
大
介
　
　
郡
下 

久
　
　
　
斉
　
　
佑
典
　
　
城
山 

田
村
　
颯
都
　
　
孝
二
　
　
郡
下 

寺
田
　
悠
真
　
　
克
仁
　
　
妙
円
寺
三
区 

重
久
　
奏
大
　
　
晋
志
　
　
徳
重
東 

満
元
　
隆
博
　
　
一
博
　
　
朝
日
ヶ
丘 

重
吉
　
　
匠
　
　
弘
　
　
　
猪
鹿
倉 

松
山
　
幸
輝
　
　
庄
太
郎
　
徳
重
東 

並
松
　
里
奈
　
　
弘
展
　
　
郡
下 

並
松
　
伶
奈
　
　
弘
展
　
　
郡
下 

弓
場
　
悠
矢
　
　
福
見
　
　
妙
円
寺
九
区 

吉
元
祐
太
朗
　
　
輝
幸
　
　
下
神
殿
一
区 

山
下
　
航
輝
　
　
洋
一
　
　
中
福
良 

宮
之
前
侑
斗
　
　
宏
平
　
　
猪
鹿
倉 
 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

大
庭
　
　
雫
　
　
達
朗
　
　
川
北 

園
田
　
寧
心
　
　
伸
太
郎
　
田
之
湯 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

沖
園
　
　
陸
　
　
智
一
　
　
永
吉
中
和
田 

坂
口
　
姫
愛
　
　
元
規
　
　
今
田 

川
影
　
来
愛
　
　
友
和
　
　
緑
ヶ
丘 

     

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

竹
之
内
フ
ヂ
ノ
　
78
　
大
田
上 

川
野
　
國
男
　
　
83
　
麓
東 

玉
利
ノ
リ
子
　
　
77
　
駅
前 

本
村
奈
智
子
　
　
74
　
善
福 

北
之
園
ヨ
ネ
　
　
86
　
下
神
殿
二
区 

下
　
　
利
三
　
　
80
　
妙
円
寺
二
区 

大
庭
ヒ
デ
子
　
　
79
　
飯
牟
礼
中 

畠
中
　
金
造
　
　
86
　
野
田 

川
路
　
キ
ミ
　
　
93
　
中
川 

酒
井
　
　
勉
　
　
78
　
大
田
下 

御
領
園
チ
エ
子
　
77
　
小
城 

東
　
　
義
盛
　
　
95
　
野
田 

上
荒
磯
啓
子
　
　
76
　
妙
円
寺
二
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

野
添
　
ス
エ
　
　
91
　
尾
木
場
　
　 

池
上
　
ト
メ
　
　
103
　
秋
光
園 

西
　
ヨ
シ
子
　
　
88
　
元
湯 

宇
都
　
直
夫
　
　
89
　
牧
之
角 

牧
　
　
近
光
　
　
84
　
田
之
湯 

篠
原
順
一
郎
　
　
58
　
杉
之
迫 

馬
場
マ
ツ
ヱ
　
　
99
　
向
湯
田 

奥
　
　
民
子
　
　
60
　
麓
下 

鉾
之
原
ミ
チ
　
　
80
　
高
塚
西 

片
平
　
廣
志
　
　
76
　
荻 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

内
匠
屋
三
郎
　
　
84
　
青
松
園 

中
　
キ
ク
エ
　
　
88
　
南
区 

肥
後
　
　
功
　
　
87
　
青
松
園 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

梅
原
　
篤
己
　
　
73
　
浜
田
後 

池
田
　
春
雄
　
　
90
　
小
牧 

三
窪
　
秀
男
　
　
86
　
赤
仁
田 

永
田
ミ
ツ
エ
　
　
83
　
下
中
之
里 

上
野
　
安
　
　
　
85
　
坂
元 

眞
竹
　
キ
ク
　
　
94
　
上
田
尻 

左
近
允
サ
チ
子
　
81
　
西
本
町 

吉
留
　
ノ
ブ
　
　
89
　
浜
田
後 

向
井
ア
ヤ
子
　
　
75
　
下
与
倉 

　
　
え
い
し
ん
 

　
　
ひ
　さ
き
 

　
　
　ゆ
　
あ
 

　
　
く
れ
あ
 

　
　
　
ひ
と
し
 

　
　
は
や
と
 

　
　
ゆ
う
ま
 

　
　
そ
う
た
 

　
　
た
か
ひ
ろ
 

　
　
　
た
く
み
 

　
　
こ
う
き
 

　
　
り
　
な
 

　
　
れ
　
な
 

　
　
ゆ
う
や
 

ゆ
う
た
ろ
う
 

　
　
こ
う
き
 

　
　
ゆ
う
と
 

　
し
ず
く
 

ね
　
ね
 

   　
り
く
 

ひ
　
な
 

き
あ
ら
 

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

日置地区　いきいきサロン 

扇尾地区　ウオ－キング教室 

住吉地区　健康についての話合い活動 

吉利地区　高齢者健康教室 

日新地区　栄養料理教室 

　
日
置
市
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」

が
設
立
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
す
で
に
、
百
二
十
人

を
超
え
る
方
が
入
会
さ
れ
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
四
月
か
ら
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室
も
開
講
し
、
新
海
佳
奈
子

先
生
の
指
導
の
下
、
今
日
も
か
わ
い

ら
し
く
踊
り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

会
員
募
集
中
で
す
。
動
い
て
体
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

事
務
局
　
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
内 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

チ
ェ
ス
ト
伊
集
院 

（
０
９
０
‐
３
８
８
４
‐
２
２
７
７
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院 

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室 

一
万
人
参
加
！ 

県
民
参
加
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
篤
姫
か
ら
の
手
紙
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 『篤姫』キャンペーン 

オフィシャルキャラクター 
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市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

福壽　彩乃ちゃん（３歳１０か月） 

父　隆さん　母　恭子さん 
（吹上町湯之浦） 

　素直で元気に育ってね。 

■おかあさんから 

あや　の 

阿多　詩々朗ちゃん（０歳７か月） 

父　崇宏さん　母　由紀さん 
（日吉町日置） 

　シウのおかげでとても楽しい毎日で
す。これからの成長も楽しみにしてい
ます。 

■おかあさんから 

し う た ろう 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

文 

交番 

郵
便
局 

至川内駅↓ 

至鹿児島↑ 
　中央駅 Ｊ

Ｒ
湯
之
元
駅 

稲
荷
神
社 

湯
田
小 3

　「
陶
芸
を
し
て
い
る
と
き
が
、
一
番
楽
し
い
で
す
」
と
話
す
馬
場
さ
ん
は
七
然
窯
を
開
い

て
三
年
に
な
り
ま
す
。 

　
陶
芸
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
大
学
時
代
一
日
陶
芸
教
室
で
陶
芸
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
こ

と
で
、
陶
芸
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
趣
味
で
な
く
、
仕
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。 

　「
鹿
児
島
で
陶
芸
を
す
る
か
ら
に
は
、
地
元
の
土
、
自
然
の
木
の
灰
を
使
い
た
く
て
、
日

置
瓦
の
土
と
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
で
燃
や
し
た
灰
を
釉
薬
の
原
料
と
し
て
使
用
し
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
自
然
の
美
し
さ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
日
々
作
陶
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
大
事
に
使
っ
て
も
ら
え
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
馬
場
さ
ん
は
公
民
館
講
座
の
陶
芸
教
室
の
講
師
も
行
っ
て
お
り
、
藤
元
地
区
公
民
館
で
十

人
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
十
四
人
の
生
徒
さ
ん
に
器
を
作
る
楽
し
さ
と
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
喜
び
を
教
え
て
い
ま
す
。 

　
六
月
に
は
和
田
小
学
校
と
吹
上
中
央
幼
稚
園
の
親
子
陶
芸
教
室
に
も
招
か
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
陶
芸
の
楽
し
さ
を
教
え
ま
し
た
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
、
地
元
密
着
で
使
い
や
す
く
、
使
い
が
い
の
あ
る
、
地
元
を
生
か
し
た
器

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
陶
芸
を
通
し
て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加

し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 

シリーズ● 38
いきいき 

吹上町永吉（川久保自治会） 

馬場　朋成さん〔32歳〕 
ば　 ば　　　 ほうせい 

　東市来地域湯田の稲荷神社の境内に、享和３年（1803）
に作られた、青面金剛という神様の石像があります。
高さは1.2mで、火炎を背負い、髪を逆立て、腕は６本で、
それぞれの腕に矛や弓などの武器を持つ迫力のある姿
をしています。 
　この石像は、庚申講の本尊として建てられたようです。
庚申講は全国的に見られる民間信仰です。庚申講では、
人間の体内にいる三尸という虫が、干支の庚申の日の
夜に天に昇り、天の神にその人が犯した罪を報告する、
とされています。三尸が天に昇るのを防ぐため、近隣
の人が集まり、夜通し眠らず飲食して語り合うのが一
般的な形式のようです。その際に青面金剛を本尊とし
て祭ったようです。 
　鹿児島の庚申講は、三尸のことよりも、豊作祈願の
目的が強かったようです。青面金剛は、鹿児島では雑
草や害虫を退治してくれる農業の神としても信仰され
ていました。青面金剛像は、大隅半島に多く、薩摩半
島では少ないようです。 

本庁から車で１５分 
東市来支所から車で５分 

Access

青面金剛像（東市来地域） 

内村　利子さん（80歳） 日吉町吉利 

　第１期生から習い始めた書道講座でしたが、
一度やめて本格的に習い始めて10年になります。
「白い紙の上に筆を走らせるときは、今でも緊張
しますが、書道が好きで、字を書いているときが
一番心が落ち着きます。書道講座では、筆の
持ち方、紙の置き方、運勢、筆圧、筆勢、字
型などを勉強させてもらいました」また、「ここま
で続けられたのは、先生や受講生みなさんのお
かげです」と、話す内村さんは、昨年８月には、
６段に昇段。これからも、自分の好きな時間に
書道を続けられたらいいですね。 

　「
可
奈
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
」 

　
先
生
に
聞
か
れ
て
、
し
ば
ら
く
考
え

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
自
由
気
ま
ま
で
、
い
つ
も
の
ん
び
り

し
て
い
る
わ
た
し
は
、
未
来
の
こ
と
な

ど
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
や

明
日
の
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
精
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
な
か
で
、
わ
た
し
は
、
先
の

こ
と
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
日
一

日
が
と
て
も
大
切
な
時
間
で
あ
る
よ
う

に
思
え
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

わ
た
し
の
夢
は
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
す
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
今
と
い
う
時
間
を
大
切
な
家
族
や
友

達
と
と
も
に
過
ご
す
な
か
で
、
確
か
な

夢
を
つ
か
め
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
に

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
も
う
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
自
身
を
も
っ
て

「
こ
れ
が
わ
た
し
の
夢
で
す
」
と
言
い

ま
す
。 

わ
た
し
の
夢 

土
橋
小
学
校
六
年
　
尾
堂
　
可
奈
さ
ん 

お
　ど
う
　
　
　
か
　
な 

●七然窯（中之里） 

 

しょうめんこんごうぞう 

『書　道』 

 

〈引用参考文献〉　 
『東市来町郷土誌』東市来教育委員会 
『文化財の知識』鹿児島県教育委員会 

ほこ 

こうしんこう 

し かん　し かのえさる 



市の面積　253.06㎞2

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

主な記事 
地域子育て支援センター事業に取り組んでいます 
振り込め詐欺にご注意ください!  
地デジの準備はお済みでしょうか？ 
公共交通機関として「路線バス」「空港バス」のご利用を 
バリアフリー・省エネ改修工事をすると固定資産税が減額されます 
まちの話題 
市民の広場 

…2 
…………………………………4 
………………………………6 

……7 
…8 

…………………………………………………………9 
………………………………………………………18

鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

総人口　52,280人（　2） 

　男　　24,457人（ 11） 

　女　　27,823人（△9） 

世帯数　22,466　（　6） 
7月1日現在 （　）は前月比 

ホテイアオイ 
　正円池のホテイアオイが淡紫色の花

を咲かせました。花が美しい水草で、

観賞用として明治時代日本に持ち込ま

れたそうです。 

（「ホテイアオイ」P15関連記事） 

今月の 
表　紙 
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吹 

　
吹
上
地
域
の
中
心
部
の
伊
作
地

区
を
形
成
す
る
十
七
自
地
会
の
一
つ
、

東
本
町
自
治
会
。
平
成
二
十
年
七

月
一
日
現
在
で
、
六
十
世
帯
、
百

十
四
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
自

治
会
で
す
が
、
地
域
を
代
表
す
る

伝
統
行
事
「
六
月
燈
」
は
毎
年
八

月
に
行
わ
れ
、
華
や
か
な
回
り
灯

篭
（
と
う
ろ
う
）
な
ど
の
見
物
に

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

地
区
民
相
互
の
親
和
を
基
に
親
し
み
の
あ
る
住
み
良
い
集
落 

東
本
町
自
治
会（
吹
上
地
域
） 

ひ
が
し
ほ
ん
ま
ち 

東本町自治会 
（吹上地域） 

▲花ヅル 

▲地域内外、たくさんの人でにぎわう六月燈 

▲蛭子神社 

▲原田昌作会長 

上
地
域
の
中
心
に
位
置
す
る
東

本
町
自
治
会
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
高
齢
化
率
が
四
十
㌫

を
超
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

自
治
会
内
に
住
宅
団
地
が
造
成
中
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
少
し
で
も
人

口
が
増
加
し
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。 治

会
活
動
は
、
青
少
年
育
成
部
、

高
齢
者
部
、
体
育
部
、
婦
人
部
、

青
壮
年
部
を
中
心
に
一
体
と
な
り
地

域
の
行
事
や
蛭
子
神
社
の
清
掃
な
ど
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。 

津
日
新
公
ゆ
か
り
と
伝
え
ら
れ

る
、
蛭
子
神
社
で
の
六
月
燈
は
、

自
治
会
の
伝
統
行
事
で
西
本
町
自
治

会
と
合
同
で
、
毎
年
八
月
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
準
備
は
、
青
壮
年
部
が

中
心
と
な
り
一
ヵ
月
以
上
前
か
ら
取

り
掛
か
り
ま
す
。 

の
準
備
で
一
番
大
変
な
の
は
、

周
囲
に
梅
、
桜
な
ど
の
造
花
を

配
し
、
中
の
絵
が
回
転
す
る
よ
う
に

し
た
「
花
ヅ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
灯
篭

（
と
う
ろ
う
）
を
（
大
・
小
）
二
つ
、

外
側
の
四
面
和
紙
に
竹
の
形
を
ス
カ

シ
て
切
り
、
中
の
姿
紙
が
垣
間
見
れ

る
よ
う
に
し
た
「
ス
カ
シ
ヅ
ル
」
と

呼
ば
れ
る
灯
篭
を
一
つ
作
る
こ
と
で

す
。
製
作
に
は
、
延
べ
十
五
人
で
一

日
二
時
間
か
ら
三
時
間
ず
つ
、
約
十

日
間
か
か
り
ま
す
。 

の
ほ
か
、
地
域
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
四
月
に
行
わ
れ
る
花
見

や
十
二
月
の
忘
年
会
に
は
、
自
治
会

内
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参
加
。
九
月

に
行
わ
れ
る
敬
老
会
は
、
地
元
吹
上

の
新
湯
温
泉
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

た
、
本
町
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
や
吹
上
地
域
の
運
動

会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、

高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
楽
し
く

暮
ら
せ
る
、
明
る
い
、
豊
か
な
、
親

し
み
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

自 

島 こ 

こ こ ま 
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